
　

下
田
市
で
は
農
業
委
員
が
中
心

と
な
り
、
昨
年
の
８
月
か
ら　

月
１０

末
に
か
け
て
農
地
の
現
況
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

実
施
し
た
結
果
、
農
業
振
興
地

域
内
の
農
用
地
区
域
に
お
い
て
は

約
７
割
が
耕
作
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後
懸
念

さ
れ
る
こ
と
は
、
少
子
高
齢
化
に

と
も
な
う
農
業
従
事
者
の
減
少
や

後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し
て
き
て

お
り
、
耕
作
放
棄
地
も
増
加
し
て

い
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

伊
豆
半
島
の
中
山
間
地
域
と
い
っ

た
地
理
的
な
条
件
を
踏
ま
え
た
上

で
の
効
果
的
な
対
策
を
模
索
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
当
面
は
農

業
者
で
な
い
方
に
も
農
業
に
少
し

で
も
興
味
を
持
っ
て
頂
き
な
が
ら
、

定
年
後
の
就
農
相
談
や
現
役
世
代

の
農
業
意
欲
が
害
わ
れ
な
い
よ
う

に
鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策
な
ど
、

農
地
を
守
り
耕
作
を
継
続
し
て
い

け
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り

に
努
め
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

 （
農
業
委
員
会
事
務
局　

土
屋 
敦
）
－７－������������	
����


　

農
業
委
員
会
は
、農
地
の
売
買
・

賃
貸
な
ど
の
権
利
移
動
や
農
地
転

用
に
と
も
な
う
農
地
法
等
の
許
認

可
業
務
を
中
心
と
し
た
農
地
行
政

を
担
っ
て
い
ま
す
。
国
や
都
道
府

県
や
市
町
村
と
と
も
に
農
地
行
政

の
一
翼
を
担
う
行
政
委
員
会
で
あ

り
、
言
わ
ば
「
農
地
の
番
人
」
と

も
言
え
る
存
在
で
す
。
毎
月
開
催

さ
れ
る
農
業
委
員
会
で
は
農
業
者

等
の
代
表
で
あ
る
農
業
委
員　

名
２０

が
法
定
化
さ
れ
た
許
可
基
準
に
基

づ
き
公
正
･
公
平
に
審
査
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
増
加
し
つ
つ
あ
る

違
反
（
無
断
）
転
用
、
農
地
の
遊

休
化
に
対
し
て
も
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
る
日
常
的
な
実
態
把
握
を

行
い
つ
つ
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

法
令
に
基
づ
く
是
正
指
導
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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平
成　

年
度
よ
り
、
国
か
ら
の

２０

指
導
の
も
と
に
「
耕
作
放
棄
地
全

体
調
査
」
を
全
国
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

������

　

市
で
は
、　

歳
以
上
の
女
性
を

４０

対
象
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る

乳
が
ん
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
受

診
に
は
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
下
記
の
予
約
方
法
に
よ
り

予
約
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�　
　

歳
以
上
で
偶
数
年
齢

４０

の
女
性 （
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

２１

　

た
だ
し
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

装
着
し
て
い
る
方
、
授
乳
中
又
は

卒
乳
（
断
乳
）
直
後
の
方
、
妊
娠

中
又
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
背
の
曲
が
っ
た
方
で
支
え
が
無

け
れ
ば
背
を
伸
ば
し
立
っ
て
い
ら

れ
な
い
方
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。 （
予

約
し
て
あ
っ
て
も
当
日
に
受
診
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

�
�
�
�　

電
話
に
て
左
記
検
診

日
程
の
中
か
ら
ご
希
望
の
月
日
と

時
間
（　

分
単
位
）
を
健
康
づ
く

３０

り
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
生
理
１
週
間
前
の
受
診

は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�　

１
月　

日（
火
）

１３

〜　

日（
木
）　

午
前
８
時　

分
〜

２０

３０

午
後
５
時 （
土
・
日
除
く
）

�
�　

１
日　

人
（
先
着
順
）

３２

�
�　

１
、 ５
０
０
円（　

歳
以
上

７０

無
料
）
各
受
診
会
場
で
支
払
い
。

※
豊
胸
手
術
を
受
け
て
い
る
方
は
、

受
診
前
に
受
付
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

女性の年齢階級別推定乳がん罹患率
（人口１０万人対）�

平成１４年�

昭和５０年�
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健康増進課健康づくり係  � �２２１７
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安
全
、
安
心
な
水
を
安
定
供
給

し
て
い
る
の
が
上
水
道
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
の
運
営
は
、
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
て
い
る
水
道
料
な
ど

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
６
年
４
月
の
料
金
改
定
以
来
、

　

年
間
に
わ
た
っ
て
消
費
税
分
以

１５外
の
料
金
改
定
を
行
わ
ず
、
安
定

給
水
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
同
時

に
経
費
の
削
減
に
も
取
り
組
み
、

と
く
に
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

１６

１９

年
度
に
は
職
員
を
５
人
削
減
す
る

な
ど
、
水
道
事
業
の
改
革
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
度
よ
り
進

１７

め
て
い
る
第
６
次
拡
張
事
業
や
地

震
対
策
、
老
朽
化
施
設
等
の
整
備

に
よ
る
企
業
債 （
借
入
） の
増
加
と

資
産
増
加
に
伴
う
減
価
償
却
費
の

増
加
に
よ
り
、
水
道
事
業
会
計
は

圧
迫
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
料
金

体
系
で
は
、
事
業
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
り
、 料

金
の
改
定
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
以
降
の
検
針
分

２１

か
ら
新
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
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４
月
検
針
日
以
後
の
使
用
分 

 （
６
月
検
針
分
）か
ら
新
料
金
が
適

用
さ
れ
ま
す  （
４
月
検
針
分
ま
で

は
旧
料
金
で
す
）。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

５
月
に
検
針
さ
れ
た
使
用
水
量

の
２
分
の
１
に
旧
料
金
、
残
り
２

分
の
１
に
新
料
金
が
適
用
さ
れ
、

７
月
検
針
分
か
ら
は
全
使
用
水

量
に
新
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す 

 （
端
数
は
、
旧
料
金
と
し
て
計
算

し
ま
す
）。

　

水
道
料
金
は
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
下
田
市

公
共
料
金
等
審
議
会
に
お
い
て
慎

重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
答

申
に
基
づ
い
た
改
正
案
は
、
さ
ら

に
市
議
会
（
平
成　

年　

月
定
例

１９

１２

会
）
に
て
審
議
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

料
金
の
改
定
を
１
年
延
期
し
、
平

成　

年
４
月
実
施
と
す
る
修
正
に

２１
よ
り
可
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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改定額現行額口径

�����

����

��������

１，０６０円９２２円１３�

２，６７９円２，３３０円２０�

４，１３０円３，５９２円２５�

５，５８２円４，８５４円３０�

１１，１６５円９，７０９円４０�

改定額現行額区　　分
�����

����

���
�

����

１３５円１１７円１０�をこえ２０�まで

１５１円１３１円２０�をこえ５０�まで

１６８円１４６円５０�をこえ１００�まで

�����������	
��
������
�

������

��������	


���� ����

基本料金 ２，１２０円
超過料金
１３５円 × １０� ＝ １，３５０円
消費税 １７３円

合計 ３，６４３円

基本料金 １，８４４円
超過料金
１１７円 × １０� ＝ １，１７０円
消費税 １５０円

合計 ３，１６４円

�

議
）、
決
定
（
評
決
）
し
ま
す
。

　

議
論
を
尽
く
し
て
も
、
全
員
の

意
見
が
一
致
し
な
い
場
合
、
評
決

は
、多
数
決
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合

に
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
に
つ

い
て
の
裁
判
員
の
意
見
は
、
裁
判

官
と
同
じ
重
み
を
持
ち
ま
す
。
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判
決
の
内
容
が
決
ま
る
と
、
法

廷
で
判
決
の
宣
告
が
さ
れ
ま
す
。

裁
判
員
は
、
判
決
の
宣
告
に
立
ち

会
い
、
裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
を

終
え
ま
す
。

※
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
情
報

は
、
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

 

h（ ttp://www.saibanin.courts.

                          

go.jp

     
）に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

�
�
�
�

静
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　

�
０
５
４
―

２
５
２
―

６
１
１
１

　

い
よ
い
よ
今
年
の
５
月　

日
か

２１

ら
、裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
「
裁
判
員
っ
て
何
す
る
ん
だ
ろ
う

…
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、「
裁
判
員
の

役
割
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判

官
と
一
緒
に
、
刑
事
裁
判
の
法
廷

に
立
ち
会
い
ま
す
。

　

法
廷
で
は
、
証
人
や
被
告
人
に

対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す

し
、
裁
判
員
か

ら
、
証
人
等
に

質
問
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
証

拠
と
し
て
提
出

さ
れ
た
物
や
書

類
も
取
り
調
べ

ま
す
。
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証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
後
、
被

告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ

と
し
た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き

か
を
、裁
判
官
と
一
緒
に
議
論
し（
評


